
ふれあいトーク記録書 （ きてちょ～議会報告会 ） 

開催日時： 令和 6 年 10 月 26 日（土） 午後 2 時 00 分 ～ 午後 3 時 30 分 

場 所 ： 多世代交流センター さくらの家 

参加人数：   参加者２６人 議員１５人  計４１人 

次 第 ： １．開会挨拶  市議会議長 関戸郁文 

２．主な決算内容についての報告 

３．質疑応答及び意見交換 

４．その他 

５．閉会挨拶  市議会副議長 井上真砂美 

 

 

項目 参加者の意見・質問 議会の応答 

財務常任委

員会 

令和 5 年度

決算審査報

告 

・数字を探している間にどんどん進んでいってしまう。要

点を分かるようにパワーポイントなどを活用してわか

りやすく説明がほしかった。 

・今後はパワーポイントなどを活用していくよう検討する。 

岩倉市議会

議員選挙・児

童館運営事

業費・舗装側

溝の報告 

なし なし 



ふるさとい

わくら応援

寄付金事業

内容報告 

・寄付金を山車の保存のために使ったらどうか。 

・岩倉市の人が納税している割合は。 

・桜まつりの時に 3 町の山車に対して 170 万円ほど補助を

出している。修繕するとき、市が 1/2補助している。来年

下本町 400 年になる。他もそれぐらいになるため、何か

考えていきたいと思っている。 

・岩倉市在住の数字は把握していない。調べて伝える。 

名神高速道

路スマート

インターチ

ェンジ設置

検討事業報

告 

・一宮市はもうひとつスマートインターチェンジを作る

ことに積極的なのか。 

・作る際、建設費の負担をどこがするのか。幾らぐらいの

見込みか。 

・倉庫ができると思うが、岩倉市にとってプラスなのか？ 

・一宮・岩倉市長それぞれマニフェストに書いている。 

一宮はスマートインターチェンジの北側に区画整理事業

を計画中。これを決めたため一宮は積極的に動いていく。 

・建設費の負担割合はこれからの協議になる。これまでの

検討事業においては一宮市と岩倉市で折半。実際の建設

になった場合、負担割合の議論になると思う。今後の協

議によって割合が協議される。 

・岩倉市長は企業や住民の利便性が向上するだけでなく、

医療活動、防災支援などを含めた地域拠点間のアクセス

機能が強化され本市を含めた尾張北部の発展にも大きく

寄与すると述べられています。議員の中では議論はある。 

・ETCから道路接続までが市の管轄の費用負担。ETCの場

所によって費用が決まってくる。 

成果報告書

の報告につ

いて 

・課題や問題点が書いていない。議員はこれについて質問

している。これは市が書いているものと説明があったほ

うがよい。 

・どうやってこの報告を選んだのか。 

・選んだ理由は、議員に意見を聞き、寄せられた意見の多い

順に選んだ。会派別に代表で説明する議員を選ばせても

らった。 

買い物難民

について 

・免許返還された方が困っている。タクシーチケットが少

ない、タクシーがなかなか来ない、座る場所がないなど

・生鮮食品が手に入らないため、農家の皆さんに協力して

市場を開いてもらうとか、ドラックストアにもう少し生



がある。近隣のスーパーと提携してきてもらうなどの追

加の対策はできないか。 

鮮食品を置いてもらえないかとか要望をしてきた。 

「移動スーパー」が岩倉団地に 2 カ所、月・木とくる。要

望が多いと来てくれる。市や商工会に聞いてもらうと良い。 

「移動スーパー」帰り道の本町など寄ってくれている。 

議会などを

SNS 発信に

ついて 

・岩倉市として SNS発信は考えているか。 ・YouTube で配信している。今後はライブ配信できるよう

に検討している。本会議、すべての常任委員会は配信し

ている。傍聴に行けない人が YouTubeで観ている。編集

していないので、長時間は「観れない」という声があり、

課題でもある。紙ベースで議会だよりも作っている。 

道路につい

て 

・歩道の境は必要ない。ぶつかって中学生がひっくり返っ

た。歩道が坂になっている。 

・自転車活用進計画を策定中である。通学路も計画を作っ

ていると思われる。 

さくらの家

のカラオケ

が古いこと

について 

・老人会でカラオケをしている。新曲が入ってないから面

白くない。利用者が減っている。新しいものは入れても

らえないか。 

・市へ要望としてあげる。 

近隣の市町

や県との関

係について 

・近隣の市長はどう動いているのか、岩倉のことは今後ど

うなっていくのかはどうか、市民へ報告をしてもらうと

ありがたい。 

・桜まつりに駐車場がなく、車でしか来れない近隣の方が

いると思う。来たら駐車場がなくて困ってしまう。車で

来れるように考えられないか。 

・組合があり近隣の議会との交流はある。 

・駐車場を予約制にした。満車にならなかった。今後駐車場

を増やすことはない。予約制を周知していく。 

駐車場を辞めた理由は、迷惑駐車などがあるが、岩倉市で

地球温暖化対策で CO2削減するために、公共交通機関を

お願いしている。それによって桜まつりがしぼんでしま

わないようにバランスを取りながら考えていきたい。 



巡回バスに

ついて 

・岩倉市はあるか。免許返納したが、タクシーが来ない。

岩倉駅まで巡回バスがあるといい。検討をしてほしい。 

・議会としては意見がまとまっていない。要望として承る。 

救急車到着

問題につい

て 

・北部地域に救急車が来るのが遅い。到着するのに 10 分

近くかかっていた。東町に救急車が以前は置いてあった

が今は置いてない。人が目の前で倒れたら処置できな

い。近場に救急車を置いてもらいたい。考え方を聞きた

い。 

・AEDは井上町にはない。 

・現場に 7分で到着と言われている。救命講習を受けたり、

AEDの設置を広げたり、救急車が到着するまでに命を救

う活動をできる人を増やすことが大切だと考えている。 

北部統合保育園には設置されるだろうと思うが確認をす

る。 

桜通線を今

だけ有効活

用できない

か 

・駅の東側にピックアップの車が多い。バスが通れない状

況。桜通り線に空いた場所をピックアップする車を待機

するなどできないか。市に相談したが目的外使用と言わ

れた。街づくり講座で呼んだ先生に聞いたら、国や県に

言えば計画が変更できるとも言われたがどうか。 

 

 


